
平
成
五
年
発
行
の
「
医
謹
」
復
刊
六
十
四
号
に
、
正
橋
剛
二
氏
が
〃
「
方

意
便
蒙
」
ｌ
高
岡
長
崎
家
収
蔵
の
岬
農
講
の
記
録
〃
を
発
表
さ
れ
て
い

ブ
（
》
○

十
七
医
家
の
経
験
交
流
会
の
記
録
集
で
あ
る
「
方
意
便
蒙
」
の
第
十

九
番
に
、
和
田
彦
齢
と
い
う
医
師
が
弘
化
二
年
四
月
に
松
田
三
知
医
師

の
家
で
発
表
し
た
記
事
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
「
井
戸
水
汚
染
と
疾
病
の
こ
と
。
（
附
）
不
潔
水

ヲ
善
水
ニ
ス
ル
法
」
で
、
演
者
は
（
附
）
の
項
に
注
目
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、

〃
水
一
升
、
酷
四
十
八
銭

右
和
シ
与
フ
ベ
シ
、
酷
ヲ
和
ス
ル
ニ
由
リ
テ
適
ョ
ク
清
美
ノ
味
ト

ナ
リ
テ
飲
服
ス
ル
ニ
堪
エ
タ
リ
、
是
し
則
斯
佛
天
ノ
伝
方
ナ
リ
・
〃
と
あ

づ
（
》
Ｏ

た
だ
し
、
こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
処
方
の
出
所
で
あ
る
ハ
ン
・
ス

ウ
ェ
ー
テ
ン
の
撰
著
の
訳
本
「
軍
中
備
要
方
」
は
、
誰
の
翻
訳
か
不
明

で
あ
る
。

阿
知
波
五
郎
氏
に
よ
る
と
、
一
八
一
三
年
に
高
謙
斎
訳
の
ス
ウ
ェ
ー

テ
ン
著
・
ハ
ー
ル
増
補
の
「
泰
西
軍
中
備
用
法
」
が
出
た
と
い
う
。
ま

た
阿
知
波
氏
は
、
⑦
閏
冨
己
炉
國
ぐ
四
口
切
昌
①
扇
己
の
研
究
の
中
で
、

不
潔
の
水
を
善
水
に
す
る
法

ｌ
ス
ウ
ェ
ー
テ
ン
法
は
正
し
い
か
Ｉ

中
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そ
の
著
穴
冒
詞
呼
勿
の
言
①
ご
昌
属
昌
己
函
①
冒
三
鴨
四
目
具
【
国
一
房
．

画
四
斤
囚
〕
ゞ
君
①
庁
ロ
①
四
目
〕
α
津
①
、
房
ロ
ー
］
〕
Ｑ
①
ロ
〕
甸
①
三
面
胴
①
Ｈ
ウ
①
○
す
四
○
彦
庁
里

弓
四
号
〕
］
．
弓
話
口
早
眉
．
弓
１
の
黒
弓
認
に
ふ
れ
、
蘭
文
重
訳
本
『
西
医

知
要
並
附
録
」
（
宇
野
広
生
・
蘭
斉
訳
、
一
八
二
五
年
刊
）
を
紹
介
さ
れ
て

い
ブ
つ
Ｏ

今
回
、
『
西
医
知
要
並
附
録
」
（
杏
雨
書
屋
所
蔵
本
）
の
コ
ピ
ー
を
入
手
、

次
い
で
前
出
の
ス
ウ
ェ
ー
テ
ン
著
の
剛
訳
本
【
（
）
『
扁
屏
の
胃
ご
急
眉

①
己
の
①
］
］
①
①
め
ぎ
湧
邑
閏
凶
①
寅
の
二
》
会
の
ご
①
①
厨
ヨ
厨
ご
Ｑ
の
国
①
己
①
①
胸
①
『
め

く
○
（
）
ユ
ハ
ｇ
〕
弓
Ｐ
ｐ
Ｏ
Ｏ
Ｈ
当
四
貝
）
一
〕
ぐ
画
己
・
の
吋
塞
四
四
局
ゞ
弓
邑
（
弓
夕
『
①
＆
の
己
‐

号
月
乙
を
入
手
し
た
。

そ
こ
で
ス
ウ
ェ
ー
テ
ン
の
処
方
と
亜
訳
本
の
記
事
と
を
ひ
と
先
ず
比

較
し
て
み
た
。

水
酷

ス
ウ
ェ
ー
テ
ン
三
カ
ン
ネ
ン
半
ポ
ン
ド

宇
野
二
升
四
八
銭

和
田
一
升
四
八
銭

こ
れ
を
み
る
と
三
者
の
処
方
が
不
一
致
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
数
値

を
、
志
筑
忠
雄
著
の
『
度
量
考
一
と
、
桂
川
甫
周
国
興
の
「
和
蘭
字
彙
」

（
共
に
復
刻
版
）
を
用
い
て
確
か
め
て
み
た
。

水
量
で
あ
る
が
『
度
量
考
』
の
冨
巨
（
リ
ッ
ト
ル
）
の
項
に
は
、
①
西

客
日
ク
ー
カ
ン
水
は
三
合
三
勺
、
②
三
才
韻
譜
二
口
ク
ー
カ
ン
は
四
メ

ン
ゲ
レ
ン
（
一
メ
ン
ゲ
ル
は
五
合
三
勺
）
と
あ
る
。
従
っ
て
和
田
氏
は
①

を
取
り
水
一
升
と
し
た
し
、
宇
野
氏
は
②
を
取
っ
て
水
二
升
と
し
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
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酢
に
つ
い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
ポ
ン
ド
は
常
識
的
に
五
○
○
グ
ラ
ム
を

採
用
す
る
と
、
半
ポ
ン
ド
は
二
五
○
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
『
和
蘭
字
彙
』
に

よ
れ
ば
、
一
ポ
ン
ド
は
、
①
十
六
オ
ン
ス
、
砂
糖
の
よ
う
な
荒
物
を
は

か
る
。
②
十
二
オ
ン
ス
菜
種
な
ど
を
は
か
る
、
と
あ
る
。
こ
こ
で
い

う
荒
物
と
は
、
台
所
で
用
い
る
調
味
料
と
解
さ
れ
る
の
で
、
半
ポ
ン
ド

は
八
オ
ン
ス
と
な
る
。
ま
た
、
「
度
量
考
」
に
よ
れ
ば
一
オ
ン
ス
は
八
匁

（
八
銭
）
、
従
っ
て
三
○
グ
ラ
ム
故
、
半
ポ
ン
ド
二
四
○
グ
ラ
ム
は
近
似

値
と
い
え
る
。
し
か
し
、
同
じ
「
度
量
考
」
で
も
、
ポ
ン
ド
の
項
は
九

六
銭
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
で
は
一
銭
は
五
・
二
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
し

ま
う
。小

泉
袈
裟
勝
編
著
の
『
図
解
・
単
位
の
歴
史
辞
典
」
に
よ
る
と
、
一

銭
（
一
匁
）
は
開
元
通
宝
一
枚
の
重
さ
を
示
し
三
・
七
五
グ
ラ
ム
と
さ
れ

て
い
る
。
小
泉
氏
に
従
え
ば
四
八
銭
は
一
八
○
グ
ラ
ム
と
な
る
。
こ
の

よ
う
な
差
異
を
生
じ
た
の
は
、
グ
ラ
ム
単
位
が
江
戸
期
の
日
本
人
に
は

理
解
し
に
く
か
っ
た
と
こ
ろ
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
ス
ウ
ェ
ー
テ
ン
の
処
方
が
は
た
し
て
有
用
か
、
に
つ
い
て
検

証
を
試
み
た
。

日
本
人
が
日
常
用
い
る
食
用
酢
の
酢
酸
濃
度
は
四
・
二
％
で
、
こ
れ

を
ス
ウ
ェ
ー
テ
ン
の
処
方
で
処
理
す
る
と
そ
の
濃
度
は
○
・
三
七
五
％

と
な
り
、
細
菌
発
育
に
対
す
る
最
小
阻
止
濃
度
○
・
五
％
よ
り
低
く
な

っ
て
有
用
性
を
認
め
が
た
い
。
た
だ
し
欧
米
人
の
好
む
七
％
の
ワ
イ
ン

酢
を
用
い
た
と
す
る
と
、
酢
酸
濃
度
は
○
・
五
八
と
な
り
、
一
応
静
菌

作
用
あ
り
と
認
め
て
も
よ
い
処
方
と
考
え
ら
れ
た
。
（
豚
％
算
出
の
た
め

の
補
正
値
は
省
略
）

一
九
九
五
年
総
会
発
表
「
宇
良
田
唯
子
と
そ
の
時
代
」
で
三
崎
裕
子

さ
ん
が
ヘ
ッ
セ
ン
州
文
書
館
で
宇
良
門
の
成
績
を
し
ら
べ
た
と
の
べ
た

こ
と
に
つ
き
、
高
比
良
英
輔
氏
が
「
そ
れ
は
個
人
の
秘
密
に
属
す
る
こ

と
で
問
題
で
な
い
か
」
と
い
う
趣
旨
の
質
問
を
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
き

片
桐
一
男
氏
は
「
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
」
と

の
見
解
を
し
め
さ
れ
た
。
こ
れ
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
に
関
す
る
問
題
で
あ

る
の
で
、
討
論
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
資
料
と
し
て
こ
の
報
告
を
し
た
。

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
は
比
較
的
あ
た
ら
し
い
法
的
概
念
で
あ
っ
て
、
そ
の

具
体
的
内
容
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
で
も
か
た
ま
っ
て
は
い
な
い
・

日
本
で
は
、
東
京
都
知
事
選
挙
に
立
候
補
し
た
元
外
相
有
田
八
郎
と
そ

の
夫
人
畔
上
輝
井
（
料
亭
般
若
苑
女
将
）
と
を
モ
デ
ル
に
「
宴
の
あ
と
」

を
か
い
た
三
島
由
紀
夫
お
よ
び
出
版
社
が
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
侵
害
で
う
っ

た
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
こ
の
問
題
が
お
お
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
た
最
初

で
あ
る
。

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
と
は
、
私
的
生
活
に
干
渉
さ
れ
な
い
、
そ
れ
を
報
道

日
本
人
が
訳
本
に
の
せ
た
処
方
で
は
、
前
述
の
ご
と
く
度
量
衡
が
不

正
確
で
あ
る
の
で
、
有
用
性
は
論
外
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

註
・
昨
今
は
ス
ヴ
ィ
ー
テ
ン
と
読
む
人
が
多
い
。

（
平
成
七
年
十
二
月
例
会
）

個
人
史
研
究
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
の
問
題

ｌ
討
論
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
試
論
１
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